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造形ワークショップ「リズムでねんど」の試み
Attempt at planning and running an art workshop

“RHYTHM de NENDO”
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③　マーチでねんど

④　モチッとねんど
アイデアカード

年 月 日・記入者 岡本 佳穂

活動 モチッとねんど 対象年齢 幼児 小学生

活動時間 時間

対象人数 名

指導者数 名
活動の

ねらい

・小麦粉粘土の感触を楽しむ

・色付き小麦粉粘土の色が変化する様子を楽しむ．

活動内容 準備・用意・注意

【導入】 
・小麦粉粘土を作っておく。 
・乳児や幼児が安心して参加できるように「触ってみよう、もちもちだよ」など

の声掛けをする。 
・小麦粉粘土の感触を楽しむ。 
 
【展開】 
・型抜きを出して好きな形に抜いて作る。 
・違う色の小麦粉粘土を組み合わせて好きなものを作る。 
・小麦粉粘土を引っ張ったり、ちぎったりして感触を楽しむ。 
・小麦粉粘土が乾いてきたら、霧吹きで水をかける。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【まとめ】 
・できた作品を鑑賞し、「○○ができたね、そっくりだね」などの声掛けをするこ

とで、活動の満足感が味わえるようにする。 

・小麦粉粘土 
（小麦粉＋水） 

・パネルマット 
・ビニールシート 
・型抜き 
・タオル 
・手拭き用タオル 
・霧吹き 
・食紅（赤、黄、青、緑） 
・洗面器 

活動記録

年 月 日・記入者 石原莉世・中島唯奈

活動 モチッとねんど

活動日 年 月 日

対象年齢 幼児 小学生

活動時間 時間

対象人数 名

指導者数 名
活動の

ねらい

・小麦粉粘土の感触を楽しむ

・色付き小麦粉粘土の色が変化する様子を楽しむ．

活動内容 準 備

 ・小麦粉粘土 
（小麦粉＋水） 
・パネルマット 
・ビニールシート 
・型抜き 
・タオル 
・手拭き用タオル 
・霧吹き 
・食紅（赤、黄、青、緑） 
・洗面器 
--------------------------------- 
準備したほうが良かったもの

・無着色の小麦粉粘土

進行 注意事項

【導入】 
・小麦粉粘土を作っておく。 
・乳児や幼児が安心して参加できるように「触って

みよう、もちもちだよ」などの声掛けをする。 
・小麦粉粘土の感触を楽しむ。 
【展開】 
・型抜きを出して好きな形に抜いて作る。 
・違う色の小麦粉粘土を組み合わせて色の変化を楽

しんだり好きなものを作ったりする。 
・小麦粉粘土を引っ張ったり、ちぎったりして感触

を楽しむ。 
【まとめ】 
・できた作品を鑑賞し、「○○ができたね、そっく

りだね」などの声掛けをすることで、活動の満足感

が味わえるようにする。 

・型抜きは幼児の手が傷つかないように、角の丸いプラ

スチック製のものにする。 
・テラコッタ粘土の活動に参加した子どもも活動に飽き

たり早めに作品を作り終えたりしたら、小麦粉粘土がで

きるように準備しておく。 
・テラコッタ粘土で遊んだ子どもが粘土の感触の違いを

感じられるように、声掛けに工夫をする。 
・色を混ぜた小麦粉粘土を見せることで興味を持って実

践し、形だけでなく色の変化も楽しめるようにする。 
---------------------------------------------------------------------- 
今後の課題

乳児は着色された不自然な色の粘土に抵抗を感じたのか触ろ

うとしなかったため、無着色の小麦粉粘土の方が向いているので

はないかと感じた。また手に粘土が付くことを気にしている様子

も見られたので、粘土の調整を細かくする必要があると感じた。

アイデアカード

年 月 日 ・ 記入者 西田美伽 山田梨央奈

活動 マーチでねんど 対象年齢 幼児 小学生

活動時間 時間

対象人数 名

指導者数 名
活動の

ねらい

・音楽に合わせてかたい粘土の感触や形の変化を楽しみ，興味がも

てるようにする．

・身体全体を使って，粘土にダイナミックに関わる．

活動内容 準備・用意・注意

【導入】 
・硬い粘土と既にこねて柔らかい粘土を提示し、比べて見せ、興味をもつことが

できるようにする。 
・音楽に合わせてこねることで柔らかくなることを知らせ、活動に意欲がもてる

ようにする。 
・シートに集まり、一人一人に粘土を手渡す。 
 
【展開】 
1．音楽に合わせて粘土をこねたり、踏んだりする。 
2．1曲目が終わった時に、周りの友達と粘土の硬さを比べ、硬さの変化を楽しむ。 
3．よりダイナミックな動きができるよう言葉をかけ、さらに柔らかくなるように
する。 
4．こねたり伸ばしたりしながら、自分の好きな形を作り、指導者や周りの友達と
共有する。 
 
・指導者は子どもが粘土を口に入れないように、安全面に気を付ける。 
・乾燥してきた粘土には、子どもが遊びやすいように、霧吹きをかける。 
 
 
【まとめ】 
・粘土の硬さの変化に気付くことができたか問いかける。 
・作品を保存する。 
・片付けをする。 

・硬い粘土（硬度 5） 
・見本用粘土 2つ 
（硬度 5、硬度 3） 

・ビニールシート 
・ヘラ 
・霧吹き 
・雑巾 
・タオル 
・CD（ぼよよん行進曲、
アンパンマンマーチ、さ

んぽ） 
・CDデッキ 

活動記録

年 月 日・記入者 耕地真由、三馬弘子

活動 マーチでねんど
活動日 年 月 日

対象年齢 幼児 小学生

活動時間 時間

対象人数 名

指導者数 名

活動の

ねらい

・音楽に合わせて硬い粘土の感触や形の変化を楽しみ，興味がもてるよ

うにする．

・粘土の硬さを知り，ダイナミックに関わる．

活動内容 準 備

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

・テラコッタ粘土(硬度 5) 

・CD(ぼよよん行進曲，アン

パンマンマーチ，さんぽ) 

・CDデッキ  

・へら 

・ブルーシート 

・霧吹き 

・雑巾 

・タオル 

--------------------------------- 
準備したほうが良かったもの

・様々な形の押し型

丸型，四角…など

進行 注意事項

1.ブルーシートの上に乗り、柔らかい粘土と硬い粘土
両方に触れ、硬さの違いを感じてもらう。 

2.「みんなの手で粘土を柔らかくしよう」と声をかけ、
音楽に合わせ、粘土を叩いたり、ねったりする。 

3.一旦ねる活動を止め、「最初に比べて粘土の硬さどう
なったかな？」といった声かけを行い、最初とねっ

た後の粘土の硬さの違いに気付くようにする。 
4,「今度は立って踏んでみよう」と声をかけ、音楽に
合わせ、かかとやお尻など体全体を使って粘土を踏

み、柔らかくする。 
5.学生の声かけに合わせて粘土を丸めたり、平らにし
たり、細長くしたりする。 
6.粘土の硬さや感触、形の変化を充分に感じてもらっ
たら、「自分の好きなものを作ってみよう」と声を

かけ、自由に制作してもらう。 
7.完成した作品に名前を彫って、板の上に置く。 

・押し型を使っている子どもには、怪我をしないように裏

表を伝え安全に使えるようにする。 
・全体を回り、作品が完成している子どもがいたら、他の

子どもにも見せ、褒める。 
・何を作ればいいかアイデアが浮かばず、手が止まってい

る子どもには、好きなキャラクターや食べ物の話をして、

制作の意欲が高まるようにする。 
・粘土が乾かないよう、適宜霧吹きで粘土に水分を与える。 

---------------------------------------------------------------------- 
今後の課題

・焼きあがりの状態を気にしている保護者がいたので、焼き上が

りの見本を置いておく。また何を作ったらよいか悩んでいる子ど

ものために、形を作った粘土の見本もいくつか置いておく。

・硬い粘土と柔らかい粘土の違いを感じてもらう所で、どちらが

硬く、柔らかいのか分かっていない子どもがいたので、あらかじ

め粘土をもっとねったり、よく触ってもらったりする。

・リズムに合わせて粘土をねられるような声かけの工夫をする。




